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１．株式会社ログレス貿易について

主な事業
1. 輸出入

＊繊維機械・産業機械・その部品

＊再生エネルギー

（太陽光発電機器等）

＊水処理機器、フィルター等

2. コンサルタント業務



設立 １９９３年 ９月 ２１日
資本金 ２，０００万円
海外拠点 ROGRESS TECHNO, INDIA

(New Delhi, Coimbatore)
ROGRESS BOEKI, BANGLADESH

(Dhaka)
社員 日本国内 6名、 インド 14名

バングラデシュ 4名
加盟先 京都オスカークラブ

京都ベンチャービジネスクラブ
京都商工会議所
在日本インド商業会議所
日本・バングラデシュ商工会議所



２．インド経済の最近の出来事

モディ首相の時代（2014年～現在）に
なってからの大改革

a.高額紙幣無効政策

2016年11月貨幣経済の90％弱を占める
500ルピ紙幣と1,000ルピ紙幣の突然の廃止

理由：
＊高額偽造紙幣がテロや麻薬取引の資金源
＊不正に財産を貯める人の増加
＊インドの地下経済がＧＤＰの30％を占めている



結果：

＊経済の混乱・景気後退への懸念は未だにあるが

国民の70％が決断を良いものとして評価

＊国の長期発展のためには多少の混乱は

受け入れると国民は考えている

旧紙幣 新紙幣



b．ＧＳＴ(Goods and Services Tax) 導入

2017年7月に最大の間接税改革実現

全国一律の物品・サービス税（ＧＳＴ）の導入

旧間接税・・種類が多い上、各州で税率が異なる

その複雑さがビジネスの阻害要因

複雑な間接税を一本化する

ビジネス環境の大幅な改善により中長期的に

多大な恩恵が得られる

税務プロセスの透明性を高める



ＧＳＴは日本の消費税に似ていますが、
商品やサービスの種類によって税率が変わります

主なＧＳＴの税率
物 品 サービス

免税 穀物・牛乳・生野菜等の農産品 医療、教育

５％ 茶・医薬品・食用油等の必需品

石炭

旅客鉄道、輸送サービス、
エコノミークラス航空券、

印刷媒体

１２％ バター・ジュース等の加工品、

携帯電話

ビジネスクラス航空券
請負工事、

エアコンなしレストラン

１８％ 石鹸・歯磨き粉等の日用品、工業部品 エアコン付レストラン

金融、通信

２８％ 洗濯機・エアコン等の白物家電

チョコレート
娯楽、賭博、高級ホテル

２８％＋

租税率

自動車(小型車＋1%/3%),
高級車(+15%), 炭酸飲料(+12%)

シガレット(5%)



いくつもの改革によって

インドは中国を凌ぐ大国に



＊MAKE IN INDIA

外国企業の投資・技術革新
－インドを世界の魅力的な製造ハブに発展させる－

a. 事業開始手続きの簡素化

b. 新しいインフラの構築
スマートシティ構想、産業大動脈、
低価格住宅、鉄道、学校、病院等



Go Big or Go Home
（やるからには思いっきりやりなさい）

インドのインフラ開発にかける思いを表すフレーズ

大規模なインフラ開発は、経済成長と雇用増加の両方を促進する。

その一つの例として、

インド最大の道路建設（Bharatmalaプロジェクト）があげられる。

5年間をかけ83,677kmの道路と高速道路の建設をする。

総予算USD1,080億のインド最大の道路建設プロジェクト

北部インドの道路にしたのは

国際交易で重要な地域

日本企業も多い



日本の新幹線システムの採用

インド西部の金融都市ムンバイ⇔北西部の
都市アーメダバード間500ｋｍ

日本からインドへの
さらなる投資の呼水
となるものと期待



インドの中小零細企業の状況

＊インドの経済成長見通しは、世界の主要国で

トップクラス

海外からの投融資を積極的に呼び込みたい

そのために欠かせないのは製造業を支える

中小零細企業の力

（中小企業数4,530万社－登録、未登録含む）

外国資本を誘致し、製造業の発展を通して

インドの経済のさらなる飛躍を



インド政府の目標
＊中小零細企業のＧＤＰを12～14％から

2025年までに25％に増加

中小零細企業支援策
＊中小零細企業を優先的に融資する

セクターをつくる

＊技能・市場開発・技術導入、インフラに

対して融資

＊インド小工業開発銀行を通じた資金支援

＊無担保貸付を支援するための保証制度等



DIGITAL INDIA (デジタル インド計画)
インドをデジタル化により強化された

知識経済社会にする
＊デジタル化された公共サービスの提供

（銀行口座、身分証明書等）

＊行政サービスのオンデマンド化
（電子金融サービスとキャッシュレス化）

＊市民のデジタル知識の向上等



インドのＧＤＰ推移

単位：10億ＵＳドル

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

金額 1,857 2,035 2,090 2,264 2,439 2,620 2,800 3,220 3,550 3,923

成長率 7.6% 6.75%
7.3%
予想

7.7%
計画

計画 計画 計画



３．日本における後継者不在の問題

日本の状況

＊経済産業省によると130万社以上の中小企業が
後継者の問題に直面している。

＊2025年には、経営者の年齢が70歳を超えている
中小企業の数は245万社に増加するとみられる。

＊その内の約半数は後継者の問題に直面すると
見られている。

＊後継者不足の問題は、経営者が60歳以上の年代が
66.7％を占める地方においてより顕在化している。



後継者のいない中小零細企業
＊素晴らしい技術やノウハウがあって、顧客からの
支持や需要も強いような企業が経営者の高齢化
とともに世の中からなくなってしまうのは経済的にも
社会的にも損失

＊事業の継承者が家族にいない経営者が多い

経営者が会社を去った後でも、事業を継続したいが
どうすればよいかわからない
このままでは廃業になってしまう



４．ログレス貿易が提供するソリューション

中小企業の約９５％が事業を何らかの形で他者に

引き継ぎたいと思っている。

方法として：

＊他企業等の第三者に会社を売却・合併・技術提携

＊外部からのトップの起用 等

海外から、日本の価値ある企業の買収、技術提携、投資
等に関心があるがなかなかその情報がアクセスできない。

日本企業も同様で情報がわからない。



インド、アジア諸国との視点で
＊ログレス貿易は、インド・バングラデシュをはじめアジア
諸国に豊富な人脈があり、企業とのジョイントベンチャー
技術提携、事業コラボレーション 等のマッチングをして
います＊

 ある日本企業の製品・サービス等に興味がある、又は

商品と関係がある企業で、企業の成長に強い信念を
持つ中小企業を探します。
特にインド、バングラデシュにはログレスの事務所が
あり、強いネットワークがあります。



例： インド企業との技術提携

日本企業 インド企業

（有）ＭＡＣ研究所 KANKYO CLEANTECH CO.LTD.

 技術協力契約
 ライセンス
 イニシャルロイヤリティ
 ランニングロイヤリティ
 技術援助及び技術指導

後継者不在のＳＭＥ企業存続に向けた取組み



株式会社ログレス貿易のコンサルタント事業

＊インド・バングラデシュ他、海外市場でのビジネス拡大を

支援

海外でのネットワークにより、市場調査や各種データを

直接把握する事が出来ます。

 海外市場におけるフィージビリティ・スタディ、市場調査、および

各種市場情報の収集等の活動をサポート

 海外市場開拓に必要な事業パートナー、あるいは販路開拓の

パートナー、又は投資家等海外における事業パートナーの

選択支援サポート

 弊社と協力関係にある現地の法律事務所、会計税務サービス、

人材サービス企業等、信頼できる専門家をご紹介致します。

 ＩＴ関連サービス ：ソフトウェアのオフショア開発・ＩＴ製品の

マーケティング、販売



（株）ログレス貿易の強み

1.  経営者であるロイ 詩百瑠はインド生まれで日本に

36年間住んでおり、2つの文化を理解している。

2. 日本語、英語、インド語、バングラデシュ語が話せます。

3. 日本、インド、バングラデシュ、その他の国とのビジネスの

豊富な人脈やネットワークがある。

4. 在日インド商業会議所の役員で活動してますので、インド

政府関係者のパイプがある。

5. インド（ニューデリー、コインバトール）とバングラデシュに

事務所があります。



株式会社ログレス貿易はコンサルタント事業にも
力を入れております。

ご静聴ありがとうございました。

株式会社ログレス貿易

京都市中京区室町通御池下る円福寺町３４５番地

サウス御池 １Ｆ

ＴＥＬ：075-950-1105

E-Mail: boeki@rogress.com

URL: http://jp.rogress.com


